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epちタマナ′ヨナフキア ブラムシ及ワ一夕アブラムシ

の如きアブラムシの投虫試陵に於ては Hinokininは

Pyrcthrinに対し 1-Asarininより綴れた共力効果を

荒す｡比の技に同T一苑木骨鮪を有Lfl.異性体の開陳に

あり乍ら茶の共力効果に差典があるのは非の分子中の

γ-lacton環の前掛 こよ一るものが或は又 ･Hinokininが

融点低'(共の結晶をアルコールた加温溶解し石鹸液に

注加する時は容易に絶品あ析出を見な＼嘆 定な昏L,mを

彪成するあに反し,11As a'rinihは幾分乳化囚雄で前者

より少しく不安定である点から効果が劣るども考へら

れるが此の点に哉ては将来の研究に供ち庇い｡ -

拾 . 括′ .

A ./Hinokininの Pyrethrinた対する共力効果に

放て各位アブラムシの殺虫試陵を行ひ,Hinokininは

py.cthrinに対し良好な共力効果を示し,IPyreth/rim
●

を除虫菊石鹸乳剤として迅朋した場合,稀釈液中に

Hinokininが 3Dppm滞在す争取らpyrefhrin'含有

虫が控準丑の1βである.5pp血 でも標準稀釈液と鴨

等しヽ 慣虫効果を売すのを認めた｡これによりアブラ

ムシ矧 こ対しては除虫菊剤の関野が 1/3に節減すa/串

が出来る｡I
21 タマナ./コナフキアブラムシ及 アクアプラムシ

に於では･Pyrethrh に̀対ナるIHindkininの共力効果

は､トAsarinirlのそれよりも大である｡､
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I
､OnthesynerglStICactionofhinokinin,with/
pyrethrin,thetauthorobtainedthefollowlngーreSults F

bystudying･insecticidalaCtidn agalnSt'variou苧 ン
kindsofaphid:- ､ .

1･Hinokininaats･ofrcctiv占Iy89.SynergiBtfor

pyrethrin,forinca主ewhenpyfethrinisusedasI∫

Pyrethrum soap.emulsion agalnSt̀ Brevico,yne＼
braisiCaで,Aphls'go∫sl'L"'iandMyzzLSi,er}''cae,an'd

asmuchas召OppIやOfhinokiniTieXi皇tsirithesoai,

emulsionI5ppm of-the.contentsi･e･one-third ､

ofstandardamouAthasin'dicatedalmosttheequal..1

itlSeCticidal,actionasstandardpyrethrumCmulsion･
2/･Thesyneigi9ticactionofhinokinin･with＼●ヽ

py.rcthrinis■SuperiortotthatofI-asariniTIinthe
上asethatthetclstinsectsareBrevico'yんe･,bra-∫icae･
andAbfLisgoJSlL)ll.

｢

J

∫
SttLdiesOTLSynergistforhS!CticidesII･OntheSynergisticActionof取 onol8TlaEgo .

さeedoilwi thPyrethrins･∵ HiromichiMATSUDARA (Dcpt･of-AgT･Chem･,FacultyofAgr･,
GifuUふiiersity).ReceivedFeb･10.1930.BoEyu-Ka'gahu15,23-281930(withEnglishrestime27) ､ ,I

羨喪の共力剤に関する研究 (筋皇帝) , ビレt･gンに封するエゴ′丁ル及びエゴ油の共力効果･

l=打て★ 転院弘道 (昧阜大学長学部長劃 ヒ学数量)25･2･10受払＼

?'1親王餌1報1)で Hinokiムinが Pyrethritlに対し

良W･なる強力効果を示すのを発見し,.除虫菊石鹸乳剤

中に rlinokininが30pふ 痢 汁 る嘩りアブラムシ
′~~′

･矧 こ対しては Pyrethrin⊥含量が漂準畳の 1/3でも標

本報告の耗東は昭和24年9月22臥L日本長峯花学
金関西支部例会にて報督｡
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1 ､

､ 嘩稀釈液と略等しい殺虫効果を読すのを確認し,何ECL

､ の共力効果は 1-AsariムiLl,の対 Lより大である串を報

貸した｡･ /I, ,

L引続き天然界から得られるPyrethrinの兵力剤に就

て研究を進めたところ,L主でノキ(S,y.,axJ･aponz･cum,

Sieb.e{Zucc)種子油中に存在するエゴ′-ル(Ego･

nol)が共力効果を有 するのを確認し,熟 こ.-3'抽

(Egoscodoil)も亦鞍の作用があり,又エゴ油を以て

I･ 出 した有鹸が典力巌 して効果あるのを認めたので･

′此矧 こ報告する次第である｡/
EgoJIOlは岡田及辻本両氏によりエゴノキの慮子抽

中に発見せられた不鹸化物で,朋の化学構造は川合貞

一氏ヲ)により次式の如く.決定せられた｡即ち Pyre-

thrihや し共力効果を有すると考へられる Methyl
lehedioxyphcnylgroupl個を有する;

/

三i二三三一二~-::-三二-し三三二二 三 二

0- CH2

/＼

＼
A

eachsection:叩-129･,80-14(卜 _～

SpapofO･2%-being dedda
即ちEg血ol揮泊ではタマナ1コナフキアブラームy ･

に対し全く琴虫カを示さないb:,之を除虫野中鹸乳句
中に 30ppm 加田する時は,Pyrethrinは】β-1β で

も標準除虫菊石鹸乳剤に略等Lt畷申効果を示す.ウ

タアブラム咋 於て Pyrethriq1/,4五加用の場合は臥 /

準畳の一Pyrethrin 稀釈液に比較も渇の役虫力が著し

く準 ｡これは$1報の Hipokinin.の場今と何奴 l
Pyrethrin､に対する甲アブラtL㌢問の横坑カの芸矧=.

去るは勿論であるが,叉 Pyrahrin'Q)合有丑の不足 '

lSよるものとも考べら才しる｡時又クマナノコナアキT :

＼プラムシに於てPyrcthrinl/･3畳使用が脚 よb少し'(

琴る殺虫効果を示す串より考へれば稀釈液!こFgopolノ

30'ppm加榊の場合Pyrethrinの2/3以上の節泌 ま困 ′ 一

群と恩はれる. /

_ ご ､:-: Ll

実 JtB . ･ . ･･

Ⅰ･供 託 窮 刑 ､ 1

試軌 こ依田した Egonol､は融点115.5L･11650のも＼■
ので,エ3'種実油は一部は川合眉-氏£t)分典せられ

たも?'一部は鳥板塀壷喧子 (板を除き仁を用ふ)よ

り著者がェ-テル抽出して得たものを佐用LT=｡苅他

の繋剤は醜1報の場合と同様のもので奉る｡何Egonol

は Hhokininlミ托して乳化が困難で EL乳剤が不安定

であるので稀釈液調製後直ちに試軌 こ位相する串ZL

缶｡

./ ⅠⅠ･殺虫試扱方法 ､

筋1報の場合と全く同様に行った｡

ⅠⅠI Pyrethrinに対する Egonolの兵力効果試扱

約1報と同様に除虫菊乳剤中の Pyrethrinの含量

を捜畔地田鹿である 15p占m から共.～ 1/2-1/4に減
/

塩Lt_に種々正のEgonolを加恥 壬∈の共力奴 を試 ′

l験した｡ ＼ ＼_

実漁1･Pyrethrinの使用畳際準丑の1/2-1/4の場 ＼

合の Ego'nolの SynerglSm

､最初 Pyrcthrinの使用故を標準丑の 1/2-Lr4であ

aH:5.:芸i7n5-popBm;Tw霊芝胃監 ご●20%E誌 1芸th:a

用し夷の共力効果を試放して第1･表の如き鈷果を得た｡

,TableI synergisticaction of 弊 onolwith

lPyrcthrin･ ･
･ Testinsects: B'ev;coyyneb'assIEtP ら L･ I, AL･his

!≡ii

gossiL"'i, Glovcr , N u m b er o f te s t i n s e c tsin

24 ` t
′■

･ ～

l i

実殴 -･'.､都用Egon叫 の樹減塩試吟ナ

前買掛 こ於て 牢gonolの加用丘は稀釈払こ対し 当
pdm であったが,此 Egonolの淡圧の可能性並に埼

壇の必穿性q)有鰍 こ′就て試陵を行らて第軍及3表の如′■

き粒巣を得た｡ 第2表の実琴では Pyrethrin畳は稀

釈液の 砧bzpとし,1Egonolノ加用丑は 30-1αppm

とした｡ 又第3表の実級では第2表の'実陵によって

/PyrcthiLlに対し抵抗性の掛 ･7.プラムシ事こ対じ七は

Egor?olの加用丑が､30ppm/eEま不充分であるといふ

拾栗が得ら才坤 ので掛こEgonollの加何故を･40-70

ppm-1=将丑L,て試験を行った｡

ATable2.Synergist(caction､of'Egonolwith

告 pyreth,in.∴ '--

TestinsFcts-I
Numberoftest
insectsineach

section

乃erochlo,LLSJ申Onicus'＼Mats･
AL･hislobzLTTZi,Kaltenbach

.AphlSCOS".PiF',Glower
l

i:=1

17一一57

100こ240
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防 虫 科 学 節･lTTJ班

' Soapo80.2% beingadded･ /

Table･3･ /Synergistic/actionofr●Egonbl with
ーPyTethrin･

I Testinsects:Aph''stabzL'rn',KaltenbaCh';Myz{Bs

･Ll♪ersl'rae.Sulzer.･ ･Nurnber､oftest̀insectsin

eadTSection:40～151;115γ164.

Nolt,Continli~iJi-~testemulsion.. kil1% after.2ihi占

iyr.C*f中 毒 p:7~-JA.-Labzdhi(3m;iaEesb)fAL/persicae･.(meari'of′twice)

ン.5--. 38.7､ 38.1

2.. L5 : -【70∴ ..71.4 :̀ 76.9.

､SもapbfO2% beingadded~~

即ち稀釈液に Pyrethrinを標準丑の1/3を用ひた場

讐 警 讐 誓 言LLt莞 警票 賢 さ言霊 話芸言

pyiethinに比較的掛 .7プラムシに対してほEgo･

nolの加村立は･30ppm で充分であるが,マメ丁プ

ラムシ及盲､7カアブラムyの如き比較的掛 ､アブ声

I 篭 警 崇 .,憲 芸葦 蒜 禁 芝 芸Ln･.iがノ..

pyrethfinに対し良好な準力効果を表し,轡 菊乳期

中に Eg｡n｡1を軸～60ppm加用する喝は Pyrctふiz1

･ の合有丘が1/3でも Pyrethrin15ppm を含有する標

準除虫菊乳剤と略同一の殺虫効果を示す軸 ;曲 ､とな

･つた･J.従ってアブラムシ掛 こ関する限りEgonolめ

共力勅封こより除虫菊剤の治郎 :1I3に節減出来る由

が予.bされろふ

突放 3.Egonolと.Hinokinin とのPyrethfinに■ヽヽ.
対すろ Syncrgism の比校 `

p,rcthrinlこ対する/革gonolの共力如 妄先に著

I

演が報J.暫した Hinokininのそれと比較する悠除虫菊

石鹸乳剤に両剤を加用Lも､アカアブラムシに対する

現虫拭除を行ひ印4炎の如き結果を得た Q

l

＼

即ち~七､･7カ丁ブラムツ に於＼では.

Pyrcthrinlこ対する Egonolの共力劾 ･

狐はHhokininのそれより劣りHino-/I
kininの約 2/3.に相当ナろ｡.此b様な

弼化合物問に放ける非力効果の甚だし

い荘矧土癌性馴 ヒ作由を布するりMe･

thylcnedioxylphcnylgrourや 取の超域

は o'･JOxy-n-propyl:仰仇を1J･する 7-

Methoxycumaron 核の形矧 こよるも

のか或は 1-AsArinin-と Hinokinh と､

I･TAblC4･-ComparisonofSynergistic-aciionof

､ EgdnolandHinoki'ninwithPyrethrin.I
Testinsect:MygySl't,crslcaC/Sulzer.･

Numbe'roftestinsectsineachs占ction:85～150

No･6indicateSthetreatmen-twithsoap畠Otiltiorr,･

Np･7indicates加ntreatment;SO?POfO･2%如ing
aded.

に放ける切合の如く其の乳化性や長否並に其ゐ乳剤の!

安定性の相蓬によるものとも考へられるが果して何れ
1 (､

の原田によ.るかは将卒の研究に侠ち庇い｡

IV･.Pyrethr.inに対するネゴ油の典力効果試晩 ∴

以上の試軌 こよりEgonol●が PyfCthrinlこ対し典

力効果を京す事が明かとなったがIEgonolは圃臥 辻

本両氏3)及著者の研究によればェヨー地中に約5-6形

生と･して附肪酸のエステルの形放たて合11されてm り,

当然よゴ泊も E即nOlと間伐の効果を右する恥が-7,.g

される'が,非のia:的関係及び胴防欣エステJL形成によ

る非力効果への彩層に靴では明かでなさ､ので,･此の点

を明かにする招,由onol･の由合と同技の方法や打放

し妨5衣の如き結果を糾た｡Gz.7此の場合エ7･油は氾7･

ルコールに容易に溶脈し,之を石鹸瀞 こ注加する時は

容易に安定な乳剤を得る事が出来た｡

実 ･陵 4ノ

Table5.SinergisticactionofEgoseedoilwith

･Pyrethrin.

Testinsects'･_Byet.IEOryne,brassL'cGe,L･;Adn'1
＼ gossipl'i,̀Gloやer.､ iNumberoftestinsects.in

･tir
l顎



/

eachsection;100-130;85-125

防 一虫 科 学 節､､15:班

J＼1soapofO･2/QQ/･beingadded:

I･即ちェヂ油のみでも Py!ethTin に対し共力効果を

示し/.Lゴ油20部の効果は Egonolの1部のそれに:'

四散する｡エゴ地中の Fg?not̀殆 丑は5-6%であ

･り,.2O部のエゴ油中の Egonolは約 】部であるから

千3'桝 Iの.Egoれ01以外の諸成分は Pyrethrinに材

･して桔抗作用故に共力作用を示さず,叉EgonoL分子

･巾の .uTOxy-n-propyl益のよステル化は-Egonolの

Pyrethrinに対する共力効果に殆4Jど影響を典ぺない

,ものと瓜はれる｡結局稀釈液中に Egohol.oT20倍畳

に相当するエゴ泊を加用すれば Egonql単独と暗闘程 l

噂の共力効果を表す駅でLbる｡米国でPシrethrinに由

する共-)]剤として胡麻油がよく用ひられてゐるが,英一

の有効成分でちる SesaminP倉皇は約7%に過ぎず･

ェざ泊中の Egono1台塩に比朋 tぱ違かに少ない｡触

匁で食料油とILて兜電な胡麻油の代りに未利用資か ､iI
ら得られる我が国特産のエゴ油が使用出来れば油に典-I

昧ある邸と思はれる0.-

vF'･の蒜 抽幣 p轟 車 車 /∫
前突軌 こより胡疎油の加 にエゴ油がPyrethrinの

共力剤として任用出来ろ串が明かt.なyDIたので Pyre-

thrirI'に対するェ3'泊と胡麻油との共力効果の比較を′

粥みた｡胡麻油は肢早噺壷白胡林包子よりエーテル抽

坤 む柿釈液に対やて各等丑の 600ppふ を加用して,･′

投出拭陵を行ったところ,マメアブラムシに対し前者

の死出牢は 7919%後者?それは 45J･形(各2向平均)

を申し!.エゴ油が胡噺油に比LPyretbrinに対し造･

かに掛 ､共力効果を有する頑が明かとなったので更に

･華 級痕に対する干ゴ油由 臓細 用か 噂 を 1:2'∴
1:3(第 6衷),及 1:与･5-1･4〉(第 7衷)とt,試放しか

6及 7表の如き結果を得た｡ I

対 し加硫油ゐ約,2.5倍の共力効果を荒す｡.此の比率は

胡縦軸の Sesaminの合致 (約1,0g)と'ェゴ油中の

E甲nOlの合丑(5二6%),tの比並にHaller酌 による.I,

耶∴ l
∴ J ■･-

し イ--,:イに放ける Seshrnin対･Asarinin,

著者 5'tiよやアブラヤシに於け争Aseri.
nin対 flinokinin･･及び HinokiniJi対

.､､EgopolのPyrethrinに対する各共力効

果の坪較試験から計算上予想亘らる̀i比
率l三嶋々一致する｡(但此の際イ-バイ

並にアブラムシ間に於での共力剤に′対す∫

'る感受性の差掛 ミ就ては明かでないのやJ

これは考慮外とした｡ . ～

･､実ユ l陵･L古.■ ､

Table6,IC()mparisonofSy'nergistic

actionof.EgoseedoilandSesameoil

･-ノWitIIPyretllrin･

Testinsect:Abhz･S･laburni,Kaltcnbach . /(
/-Number～ilt,estinsect,ip.each･畠ection:89-161 .

soapt,ofO･L2% beingaddled.I. J

Table7･ComparisonofSyJlergistic8Cti叩 Of

､Ego,steedoiland.Sesameoiltvith

･アyrethrih･ ､I t
T占stinsect;Abhl･S.ta払rn,･,rKiltenbdchい･

Numberoftestinsectineachsection;110_187/

!oapof0.2% beingaddedH
Jl ＼

VI.ェゴ泊石鹸の＼Pyrethrin'に対する兆力効果∫

試除 . p ∴ ∴ _･ 1.

払 拭 掛 こよりPyreihrilに対し干ざ油 が良好な

J共力剤として鋤く串が明かとなったから宮にエゴ的な

- 11
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防虫科..
翠

以･C
.
判出した石伽;jb:-JJ効果を表すや不やに放て拭放

,
を行った｡
耳聡PのエコてTL71棚はLIl取
.
80
,70
/'ェ叩20'■

'
､
%を原料とし焚込法によt)割出した竹珪石枚で水分合∴

､
皿は30%･
対的m耶即m.は】C4lT･3･'7:･あt),
対臥

とて用ひた廿血石胎はLFm803.'和子油20,0.'を脱
甜

としェコ'弛右腕の吻合と同様操作にて淑出したもので

･
水如30%
,
対油脂得丑は165L.0%であった.
比

の弼石鹸を5ppmのPyrethrinを合有する除虫菊乳

剤巾に院新剤として各0･
4%加村した除虫菊石鹸乳剤
′

′l
･
ゐモ
,
i77°ラム
～
シに対する殺虫効果を比較したところ
,, /.一背通石鹸加用除虫菊乳剤の死虫率は40･8,cc/ー

であるの
.

.にチ
i油石鹸加用のそれは56･3%(希2回平均)を示

しェゴ弛石鹸はPyret
.
hrir)に対し明かに非力効果

莞詔認諾S

,

'

y

L

,

霊藍EE

L

憲蒜三言;

b

7

.

I

ら稀釈液に対す,
ipyret
ilrin･の使用矧ま掛不
尭分の

如く考へられたから,
≠
コⅦ石鹸矧ま0･
4%.とし
.

ILPyrethrin虫を研丑して控準除虫菊石
鹸乳剤の設虫カ

tと
比較し約8表の如き結果を得た｡､

二乗一
節̀6
･
'
､ Table8.Symergisticact

ionofEgo､seedoil
･ヽ

s08PWithPyrethrin･

･
Testinsect:JMyzusL'ers2'ca
.
e･.
叫zer～

Numberoftestinsもctineachsection:.93-1
43

即ちェ3'油を以て批 した石鹸を除虫菊乳剤中に罷

芳別と'して0.4%加用する時は Pyrethrinの依田丑

殺虫効果を示す｡突放2に於ける如くそ､7カ'Tブ三

ムシでは Pyrethrinを穏釈液の5ppm用ひた場合培

準壷 液に廃 山 ･琴虫効果を求める矧出 Egonolの
60ppmを加用する封が必要であるけれども,̀本実験

rに於七ェコ'氾石鹸の.0,4%を 加用した稀釈液中には

･ ･ 8.,＼

■

節 ･15･改 .

る非力効果は肺涛されないものと瓜はれる｡･佃モ､ア･

カナプラム.yは前述の如くPyrgthrh に対して比校, ･

的拭抗力の呪い柾現であるから,これよt)弱い校規の

･アブラムシにエゴ的石由を泊mした場合は軍にこれ以1

上の Ptrcthrin 岬̀ 掛 珂 鵬であt),又石鹸原料に

エコ湖 の仕込比率を20% より増加する串によりPi-

rethrinへの共力効果も増強し得るものと予想せられ

る｡′

潤 .Jm ∴ o r'
I 1/LEgonolの Py品thrh に対する共力効果に託で

各種のアブラムシの殺虫試陵を行ひ,Egonolは Py･

rethrinl･に対し共力効果を荒し Pyiethrinを除虫菊石

鹸乳剤として迅和した場合,こ稀釈液中にIEgoholが '{

30-60pbm存在する限り_IPyrethrinv含量が標準童の

_1/3である5ppm でも控準稀釈液と略等しい殺虫効

忠 志 芸霊芝宗這=?lL:35.i:孟孟こ孟;諾 ,:若 ▲

2.､そ､アカアブラムシに於ては P.yrethriqに対す/
るEgoriolの強力効凪tHinoki叫 の約 2/5.である｡′
3･エゴ泊も亦 Egonol.と同株 Pyrethrinに対.し

て共力効果があり, 除虫菊石鹸乳剤中に Egonol-~Pの

忠?約20倍丑に相当するェL3･油を加用瀬 Lは, タマ

ナ/コでフキアブラムシ及 ワタアブラ･L'シ七 於では.～I＼
申onolfll･FfJの場合と略同控壁の共力効果を粛㌻oJ

4._マメアブラムシに放ては Pyrethrinに対するェ

コ湖 の共カ,効墾 胡陳油のそれ?約2･5町 泡 争〇･･
5.原料油脂中エコ'的を20%用ひて袈治した石鹸

を除虫菊乳剤中に隈茄剤として OA% 加村する一時は

Pyrethrinに対し共力効果を読し.,一千､アガアブラム

シに於ける試晩では Pかethrin'の位相墓を30-40%

節拭しても標準丑のそれに等 しい殺虫効果を示す｡

本研究を行年 当らて終始御脚 室妄賜った本学符招
悌碕障士.貿重な Egonol及エコ'油を芯輿せられた東

京文理科大学川合只一帖士及び互懸化学研究qTT芝時孝

托及びアブラムシの叱tJEを払った詐抑科学研究所苗招ヽ
､良一は士に夫 T々Sf.く感謝する｡～
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Onthesymergisticactioti10fegonoland-oilof

Ego･seed(SEyraxJ'aponicum'Sieb.et芦PCC-･)女ith

.pyrjthrinTtheauthorobtainedthefollowingLresults

~､′ 皇7
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†ー
by′′studyinginsectici血laction against.vaJIOuSヽ

kindsofaphid:J
lIEgonolactseffectivelyassynergistforpyre･

慧 f:.Ial:ecmWuels:hneangap:rs:I:inhl･sisg:ssseidpi;,tSAPby器S-

学 界115-蚊 ･
- ●

OfLegOnOlisaddedi一lpyrethrum,soap-emulslrOn;

--ego:seedtoilactssynergeticallyvithl･,pyfCthrin

almosttothesanicdcgrceasegonolonly,inthe∫
∴test･i11SeCtSare′Aphisgoss7'piE,令ndLBrev;loyync
brassicoe.

＼ labiun1.,号rcvz'co'vne'brassicae and PLeyochloyus
)'abonl'czLS,andasm-uchas30-60ppm ofego'nol

l･eXists'inthesoapemulsion,5ppmofthe'cPntqltSr
I:㌔i.C.one-thirdof■standardamounthasindicated

alふ.qsttheequal･insectrcidal.lacd｡nass,andard-

pyrethrum emulsioII･ - し＼
12∴ThesyneEgisticactionofegonolwithpyre･.,

9･･thrin･isroulndtwoTfifthsofthat･ofhinokinininI

thecdSCthatthertestinscctlis･M yzusL'eYSiEae.

I:3/Egoseetdoilacts'assymergis'twithpyrや rin

･.tvhen?goseed･oilへOfabout20tiinestheamount
/

4･.Thesyncrgi§ticactionofegoSeedoiLwith

pyrethrinisabout2･5･timesasstrongasthatof

s占sameoilinth占casethatthetestinsect●is

Aphl'slaburni, ､. ,･1､

5･IfO･4年 ofsoapmF.delfromぜgOSeedii=s
addedirlPyiethru甲 emulsionasspreader,itacts

syncrgetidallywithpyrethriTl,andshdwsnearlythも

sap､einsecticidal'attion･(againstMyEuf♪ersicaF)1

asst.andardpyrethrumsoap/9mulsioJn,evedthroug:1

consumptlOnやmOuntOfpyrethrinisreducedto

thedegreLeOf30-40%.I＼､
･l

Shldieson-theActivePrinciplesofNLellCOthoe､Grayana"ⅠVIMinoruNAKAZIMAand ′

;1h.ikli::0,"tYBAoZ:yT_iaLgaobhOura,tsO,r崇 3票 ric,u51;u(r誌i?hheETnigcl芸Si,:syuoloe芸n,ilversity'Reccived､Feb. /
/

4 はなひ ])のきの有効成分の研究 IVl'(lJ.Qrayanotoxin'11の E班nO｡酸化k就て

中島 稔 ･宮島式如 く東都大学鹿央化学研究釦 26て2.21受理｡

＼はなひりtのきめ 有効成分の-･づである/Gray叩〇･ノ

toxin叫 ､をオ.I,'Vで酸化すると formaldeLidc と
t.ketdie(cl｡H3｡06)を得た串は前報 1)に放て報告.した

.が軒 こd-1Iの酸化分解物を披索するためにKMnO.

酸化を行った｡ ･●

G二ⅠⅠを室温やKMnP4酸化を行うと酷針子Jb'ト

Yめ外にfFl造不明の二校の結晶を得た｡その物質の融

点は18Oo及び2750で元素分析位は前者は'cl6H2L･,06
l

●に綾瀬は Cl轡 07に相当す･8｡

J .攻に G-IIを市況で眠くKMnO4億 化を行った所

前記'Q)枇酪 ナ七･トシ以糾 こ構法不明の観点26-246｡

を示す結晶 (C14甲別OJ)-と少丘の昇華性結晶酸混合物 /

.･を得た｡この酸混合物を p-jod'phenacyles-terにする ′/

とmp･2320-2330とmp1460-1470の二軽の結晶

を得た｡J 前者は succinicacidp･Tjod-phenacylester

(mp､2320)であL)後者は dimethylmaloふicacidp-ヽ

<石 odphenacyicster(mp147て)である車を東 成物 言の

讐 認 諾 畠 tて suc誌 cidを軌 た

取まG-ⅠⅠが-CrCH2-CH2-C-なる茨素骨格を又

- CH3CH3
1 ＼/

dimethylmalonicacidを確離した零は-CIC†てC1

28

＼

なる米式骨轡を有する串であり之等は天然物特にテル

べ.y矧 こ騒 存々在ナるもQ?である｡又iq-IIの分子骨格

CB0H32は diterpenel土一致するPで G-ⅠⅠの Lie二

bermaiin呈色反腔を試みた併果して汝赤色を星した｡

この LieberrTanP反敵まニスデリー鳩 の呈色反弧であ

る串碑 名であるが L.挺uzicka(2),は之をテルべy

矧 こ試み diterpene,triterpen号等の高放 テルべyの

酸叉はア丞 rJL.がこの畠色瓦晦右京しその色調は赤

色である串を認めた｡

G'fayanOtd妄in風 土rditerpenealco.holの一種と考え

を串が出来るであらうo

l夷 ‥ 磁 ∴
+

､6-11の室温 E恥 0.酎 ヒ(Ⅰ):a-115gを熱投.ヽ

約1･3立に蒋解し室温に迄冷却した後 2n-KOHIOcc′

を加える.''之に t(M'10i15gを水 459ccに桁解し＼
た液を数時間を要して徐 に々加えろ｡時 拭々出して24,

時間室温に故起す早とKMnO4液は全く槌色する｡

少時加iB後析出せる MnO･o亨浦別し碓液を直火で評

に嘉潤して滑出液がアセトンの呈色反転を･-11号ぬ技にl

(17第 ⅠⅠⅠ帝 :防虫科学 13,ll,1949･
(2)LIRuzicka:Hclv.Chim･Acta'18･61,1934･/It


